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日
本
共
産
党
呉
西
地
区
女
性
部
長
の
高

瀬
あ
つ
子
さ
ん
は
、
岸
田
政
権
と
自
民
・公

明
・維
新
・国
民
民
主
に
よ
る
大
軍
拡
と
原

発
推
進
法
な
ど
悪
法
強
行
の
動
き
を
批
判

し
ま
し
た
。 

 

「大
軍
拡
の
た
め
に
医
療
や
年
金
の
積
立

金
を
軍
事
費
に
ま
わ
す
な
ど
と
ん
で
も
な

い
」と
告
発
し
ま
し
た
。
原
発
推
進
法
に
つ
い

て
も
、
福
島
原
発
事
故
で
い
ま
だ
に
８
万
人

も
ふ
る
さ
と
に
帰
ら
れ
な
い
ひ
と
が
残
さ
れ

て
い
る
し
、
最
近
で
も
珠
洲
市
で
震
度
６
強

の
地
震
が
襲
っ
て
き
て
お
り
、
「原
発
推
進
は

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
」と
訴
え
ま
し
た
。 

 

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
、
５
月
１

０
日
に
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
農
研
機
構
（Ｎ
Ａ

Ｒ
Ｏ
）「
食
と
農
の
科
学
館
」を
見
学
し
、
「ス

マ
ー
ト
農
業
」に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。 

 

農
研
機
構 

農
業
と
食
品
産
業
の
た
め
の
研
究
開
発 

 

農
研
機
構
は
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
現
在
、
役
員

１
５
名
、
常
勤
職
員
３
、
２
７
９
名
（う
ち
研
究
職
１
、

７
４
７
名
）で
あ
り
、
２
０
２
１
年
度
は
６
３
９
億
円
の

予
算
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
５
か
所
の
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
１
７
部
門
の
研
究
セ
ン
タ
ー
を

か
か
え
る
大
規
模
な
機
関
で
す
。
農
業
と
食
品
産
業

発
展
の
た
め
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

成
果
と
し
て
の
展
示
は
、
ブ
ド
ウ
の
「シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」、
サ
ツ
マ
イ
モ
「べ
に
は
る
か
」な
ど
優
れ
た
品

種
の
育
成
と
し
て
い
ま
す
。
展
示
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
関
心
の
あ
る
項
目
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
や
新

技
術
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 ス

マ
ー
ト
農
業 

ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
先
端
技
術
を
活
用 

 

「ス
マ
ー
ト
農
業
」と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど

の
先
端
技
術
を
活
用
す
る
農
業
で
す
。 

水
田
の
水
管
理
を
遠
隔
・自
動
制
御
す
る
圃
場

水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
物
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し

た
（写
真
）。
実
証
実
験
で
は
水
管
理
時
間
が
７
～

９
割
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
１
台
１
５
万
円
と
の
こ

と
で
す
が
、
基
地
局
を
作
る
な
ど
他
に
も
多
く
の

費
用
が
か
か
り
ま
す
。
（農
研
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
実
証
終
了
地

区
の
デ
ー
タ
は
成
果
集
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
） 

 

日本共産党女性後援会の皆さんが、北陸信越地方でいっせい宣伝をしました。呉

西地域の女性後援会は５月14日、小矢部市のピアゴ前、アルビスいするぎ駅店前、

小矢部店前で行いました。 

ス
マ
ー
ト
農
業
研
修 

 
 

上
田
由
美
子
市
議
が
訴
え 

 

上
田
由
美
子
市
議
は
岸
田
政
権
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
に
す
る
こ
と

の
危
険
性
を
訴
え
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
他
人
の
医
療
情
報
（氏
名
や
生
年

月
日
、
病
歴
な
ど
）
が
紐
付
け
さ
れ
て
い
た

ニ
ュ
ー
ス
に
衝
撃
が
走
っ
て
い
ま
す
。
情
報
漏

洩
の
危
険
が
現
実
と
な
り
ま
し
た
。 

 

国
民
皆
保
険
が
崩
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
現
在
は
健
康
保
険
証
は
申
請
し
な
く
て

も
役
所
や
健
康
保
険
組
合
か
ら
必
ず
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
が
成
立
し
た

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人

は
自
ら
保
険
証
に
代
わ
る
資
格
確
認
書
を

毎
年
交
付
申
請
し
な
け
れ
ば
保
険
適
用
が

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
５
年
に
１
回
、
自

ら
交
付
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
手
続
き
を
忘
れ

た
ら
保
険
証
と
し
て

使
え
ま
せ
ん
。 

 

上
田
市
議
は
「み

ん
な
で
声
を
上
げ
て

こ
ん
な
こ
と
は
や
め

さ
せ
ま
し
ょ
う
」と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 
 

 

市
議
会
議
員 

上
田
由
美
子 

高
瀬
あ
つ
こ 

党
女
性
部
長
が
訴
え 

健康保険証がマイナンバーカードになると   大軍拡やめさせよう 

☆ 

大
規
模
経
営
体
に 

 
 
 
 
 

限
ら
れ
る
問
題
も 

 

農
業
セ
ン
サ
ス
（全
数
調
査
）に
よ
る
と
、
基

幹
的
農
業
従
事
者
数
は
、
２
０
１
０
年
２
０
５

万
人
か
ら
、
２
０
年
１
３
６
万
人
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
内
、
６
０
歳
代
以
下
が
１
０
年
１

１
０
万
人
か
ら
、
２
０
年
６
７
万
人
へ
と
減
少

で
す
。
現
状
の
労
働
生
産
性
の
ま
ま
で
は
食
料

生
産
力
が
低
下
す
る
た
め
、
「ス
マ
ー
ト
農
業
」

技
術
を
発
展
さ
せ
て
生
産
拡
大
を
図
る
と
し

て
い
ま
す
。 

食
料
自
給
率
向
上
と
食
料
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
も
大
切
で
す
が
、
「ス
マ
ー
ト
農
業
」の

利
用
が
大
規
模
な
経
営
体
に
限
ら
れ
る
こ
と

が
問
題
で
す
。 

 

☆ 

有
機
農
業
に
役
立
つ 

 
 
 
 
 

研
究
も
求
め
ら
れ
る 

 

小
規
模
な
有
機
農
業
な
ど
を
始
め
よ
う
と

す
る
若
い
世
代
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

有
機
農
業
の
技
術
研
究
・開
発
や
小
規
模
な
農

家
に
役
立
つ
技
術
や
補
助
金
制
度
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

総務産建委が視察 


